
 

 

 

 2021年の新しい年が始まりました。昨年から続くＣＯＶＩＤ－19のパンデミックは終息の気配が見えません。活発な行動や友達との触れ合いが、「生きる楽しみや価値」を与えてくれるのですが、青春真っただ中のあなた達に

とりましては、大変な時代であると言えるでしょう。幸いなことに中学生や高校生を中心とする年齢では、現在のところ重症化の傾向は著しくはありません。しかしひどい言い方ですが、「自分の周囲の人はみんなコロナに罹っ

ている」という前提で行動してください。まず「自分を守り」そして「自分の周囲の人にも自分を守るような行動を求める」のです。決して軽率な行動はしないでください。一旦罹ると一生影響が出ると言われているのです。 

 このようなときには、読書や趣味や語学を身につけると良いと思います。たとえばフランス語を学んだり、ギターやピアノを覚えたりして、「一人でできること」をするのが良いでしょう。今回のＡＳＳＥＴＳでは、高校生用

の「国語の便覧」＜数研出版＞の中から、あなた達が読める書籍の紹介をしています。参考にしてください。  ※ 実物は廊下及び１０６教室に並べています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 01月 03日 第 35巻 01号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

【右】前回のＡＳＳＥＴ

Ｓで紹介した本です。館

長が待ち望んでいた、社

会論や教育論を含んだ

「男女平等社会の理想や

あるべき姿」を求める素

晴らしい本です。まじめ

な人は、男女を問わず読

んでほしいと思います。

保護者の方にも是非とも

読んでほしいと願ってい

ます。しかし「エロイ男

子」は読まないように、

社会論として難解であ

り、誤解する人が出てく

ると思います。（笑） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【左】 福島県浪江町という被曝地の町長さん（既

に他界）である馬場有さんが、あなた達将来の日本

人のためにメッセージを込められた本の紹介です。 

手に取ってみませんか？ 

「白地」とは、左記のとおり、もはや放射能の被曝

によって、人間が住めなくなった土地のことです。

これからの１０年以内に、社会科の入試問題で、５

万分の１や２万５千分の１の地図が出て、その中に

「白地」があり、「これはどのような土地なのです

か？」という出題が出されるようになれば、日本

は、現在の様な虚偽と隠蔽にまみれた社会から、真

実を大切にする社会＝よりよい社会になっていると

言えるでしょう。その理由は、先生の中学生時代の

社会科の教科書には、すでに発生していた「４大公

害病」やあなた達が学んでいる「足尾鉱毒という公

害と戦った１００年以上前のヒーローである田中正 

造」などの記述はなかったのですから。 

そうでなかったら、日本もまだ、不正直で不誠実で無

能な政治家が日本を治めていることでしょう。（怒）。 

【上】館長が時々胸につけているバッジについての本

があります。日本の国会議員たちは自慢そうにこのバ

ッジをつけています。しかしこのＳＤＧsの目標に関

しましては、日本はとても遅れています。２０２１年

のＩＳＳＵＥ（争点）を記した、最新のＮＥＷＳＷＥ

ＥＫの中に詳細がありますので、後日ＡＳＳＥＴＳで

紹介いた 

します。 

【左】は、学校の先生、特に古い先生の中に

は、男女平等という考えが理解できていない

指導者が多いようですね（泣）。 

【下】感心なヤング・ケアラーへの、早急な

援助が必要となっています。 

【右】東西ドイツの統一から３０年たってい

るのですが、旧東ドイツの貧困は、なかなか

なくなりませんね。「不均等発展の法則」が

ありますので（「資本論」の内容です）強い

政治指導でしかなくならないのです。 


